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1 来者

私たちが衣服を着用するにあたって， それを

いかに美しく長く着られるようlこするかは洗濯

の技法と使用する洗剤によると ころが多い。 し

かし今 日の繊維の種類， 家庭洗濯用として市販

されている合成洗剤， 石けんの種類は多種多様

である。 よく知られているように第 2次世界大

戦後， 天然油脂の不足を補うため石油を原料と

する合成洗剤が普及してきた。そして今 日，合成

洗剤に含まれるポリリン酸塩は環境破壊の原因

と言われるようになり， リンの環境への影響が

喧しく論ぜられている。(環境アセスメント〉 既

に一部の地域では使用禁止運動による合成洗剤

のボイコ ットがお こり， 昔からの石けんが見寵

されつつある。 しかし資源問題をはじめ低温洗

浄に慣れた主婦に昔どおりの方法を強制する こ

とは難しい。

本研究は， 上に述べた現状に対し， 洗濯の本

来の百的で あ る、汚れ除去グ〈洗浄力と呼ぶ こ

ととする〉 の観点から， 検討を加える ことを目

的とした。

折よく， 日本油化学協会洗浄研究部会がリン

の削減に関する通商産業省の委託研究に参加し

ておられたので， お茶の水女子大学班に協力し

味本学助手 被服管理学

て， 一部の実験に参加する ことができた。

大部分の実験は， 本学被服管理学研究室の協

力を得て， 各種の天然および人工汚染布を用い

てそテツレ洗剤のほか各種市販洗剤から選んだ石

けん系， 合成洗剤系について， その洗浄力を比

較し， 異なる方法による評価が一致するかどう

かも併せ検討した。

2 実 験方法

2-1 試験布および試験布作成

。 J 1 S法衿垢汚染布

試験布はJ 1 S L 08 03の綿布カナキン 3号使

用。 布自の方向をそろえて11x 13cmに裁断し，

裁断布 2枚のそれぞれの短辺を縫い代1 cmをと

って縫い合わせ， 衿布(11X 24cm) を作る。

この衿布は着衣の衿の折り目をまたいで固定

し， 衿垢汚染布を作成した。

衿括布を着衣から取りはずし， 衿垢布の中か

ら経い自を中心として左右均等に汚染されてい

るものを選別し，汚れの程度に応じて大汚れ，中

汚れ， 小汚れの 3段階に区分した。 それぞれの

段搭の衿垢布を5枚ずつ計15枚用意した後， 縫

い代部の糸をぬいて 2 組に分け試験に用いた。

試験布作成は本学調理学研究室， 被服材料学

研究室， 被服衛生学研究室， 食品・営養学研究

室， 被服管理学研究室の協力による も の で あ
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2) 手垢法汚染布

試験布はJ I S L 08 03の綿布カナキン3号使

用。直話4cm の シ ャーレ上に11 X 1 3cm の試験布

を 置き，布は国定し手垢を こす りつけ汚す。 大，

中， 小汚れを 各5 枚ずつ計15枚作成する。

3) ライオン油脂法人工汚染布

標準人工汚染布用綿布サラ シカナキン2023番

を使用。

汚垢組成 の 有機質成分はミリスチン酸 16.7 

96，オレイン酸16.796，トリステアザン16. 75ぢ，

トリオレイン 16.7タム コレステリン 8.896， コ

レステリンスチアレート2.2%，パラフィン11. 1 

96， スグアレン11.17ぢ， 無機質成分は焼成粘土

(下末吉ローム325非通過品)， カーボンブラッ

クG由化学協会指定)， これら の 有機， 無機，

カーボンブラックを 49.75/49.75/ 0.5 の 混合比

で よくまぜ合わせ， スポンジで 20X 30cm の試験

布に50回以上 こす り表面反射率35土296にする。

また， 有機溶剤 6wt/vol % に有機質成分をと

かし 5 X 5cm の添加布に 1 ml滴下する。(試験

原布白布の 皮射率8 0.3必〉

表1 試験布の諸元

織糸の太さ 糸密、 度 !享 さ
布名 材質倒 出立 総主

た て糸 ょこ糸 (本/cm) (mm) 
綿 綿100 33S 38S 30X27 1/1 0.26 

新1 需品 100 21 S 20S 24X24 0.25 

表2 供 試 洗 剤

(日本?由化学協会合同実験)

間日�ご::1剤 A B C 

L A S 15 15 15 

トリポ1)リ ン駿塩 17(10) 8.5(5) 0(0) 

ゼ オ ラ イ ト 。 。 。

T S I S 。 。 。

ケ イ 同長 塩 5 5 5 

j炭 殴 塩(然水) 3 3 。"

C M C 1 1 1 

俊 光明 白 斉IJ 0.5 0.5 0.5 

7J( ノ77、 8 8 8 

でご 石ìï ノ〈ランス パランス ノ〈ランス

注(1) トリポリリ ン酸塩の( )内はPzOs換算悠てある。

(2)後光増白斉IJは、JISK3371指標洗剤用。

(3) ゼオライトは、 水沢化学シルトンB
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(4) TSISは、 イミドビス硫荷量坂・工技院化学技術研究所より提供を受けた。
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表3 供試市i仮洗剤及び石けん

i光 都 名 界 面 活 性 剤
P205 
(%) 

周ll'i1ïけん ll)j 民主 Fて玖Tミ 。

粉 石 け ん 1日 1方 敢 系 。

高級アルコール系(1塗イ
無リ

(
ン

粉
ジ

末
ャ)
' 

スト
24%オン)・|院をU'(アルキルベン 。

ゼン系

高級アルコール系 (陰イ
、 ね り
(7 粉 米) 15%オン・;JI'イオン) ・脂肪政 。

系(�I'イオン)

(う液 ね り 高級アルコール系(1注イ
イ本) 27% 

オン)
。

高級アルコール系 (陰イ
ダヮ シ コ 44%オン・�I，イオン) ・I丘�j'íア 。( ìl主 休)

ルキルベンゼン系

、y フ 24 
%。アルファオレフィン系・

直宮沢アノレキノレベンゼン系
8 

4) 臼本油化学協会法人工汚染布

標準人工汚染布用綿布サラシカナキン 2023番

を使用。

試験布10 X17cmをノ〈ット汚染法により， 牛脂

極度硬化油1 g， 流動パラフィン 3 g， 四塩 化

炭素900 g， カーボンブラック 0.35 gを混ぜ合

わせノ〈ット中で浸漬汚染し， 表面反射率 30 ごと2

%にする。(試験原布白布の反射率80 .396)

2- 2 試験方法と洗剤の組み合わせ
モデノレ洗荊はA 'B 'C ・D 'E .F ・ G洗

剤の7種類で配合率は表 2に示す。 A洗剤は洗

浄力判定用指標洗剤として使用。 市販洗剤， 石

けんの供試洗剤は表 3 に示す。

4種の天然・人工汚染布を用いて洗浄実験を

行なった洗剤， 石けんの組み合わせばA洗剤と

B洗剤(以下 A: B とする)，A : C， A : D， 

A: 資生堂闘型石けん，A ミヨシ粉石けん，A

: 無リンジャスト， A う ね り(粉末)， A: 

うねり〈液体)， A: ダッシュ(体液)， A: ト

そ の 他 の 守主 ill; 用 j会 社 名ピ ノレ タ ー 使用日:

な し
オぇ30.e 麻 ・ 綿

資 生 堂40 g 11ニ守男センイ

な し
7]<.30.e !イ* 新; 、、、 ンヨ
40 g 化学センイ

ケイ政塩 . i.え自主 7J(30 .e 厚手
塩 ・硫酸塩・告E *fi� 1E玉石けん40 g 
光剤. �:手索 化学センイ

アミノロ披塩(ゼ オ(30.e 麻
神奈川よiミi百

オライト)・ケ イ 約 1湯河組合
罰金坂・硫罰金極

40 g 
化学センイ

トリエタノール・プ オぇ30.e 麻 1bFifj3 3 神奈川生活

ロピレンク1)コ「ル 25 m.e 化学センイ i湯向組合

7]<.30 .e 1ft 
ライ オ ン鐙 光 剤 巾*h�

20 mC illl fl旨
化学:センイ

ケイ絞塩・硫貫主 オぇ30.e l事t 河るr!� ライ オ ン

t瓦・後光剤・醇索 40 g 化学センイ irh 

ツフ。の1 刊O種類の組み合わせで

:E， A: F， A: Gの3種類の組み合わせを

加えて実験した。

2- 3 洗浄条件

洗浄試験機: Terg-O- Tometer 

田 転 数: 120 r.p.m 

洗 浄濃度: 0 .133 ;ぢ

市販洗剤は標準使用量参照。

洗 浄温度: 30 0C 

洗 浄 時 間: 10分

浴 比: 1 : 5 0  

ライオン油脂法人工汚染布 (5

X 5 cm) 10枚， 添加布 (5X 5 

cm) 3枚， 補助 布

日本油化学協会法人 工 汚 染 布

(5 X 10cm) 5枚， 補助 布

使 用 水: 5 0DH(lf中にCaC12133 mg)

す す ぎ:3分 2回

乾 燥: アイ戸ン 乾燥

(113 ) 



3 評価方法

衿垢汚染布， 手垢汚染布はJ 1 S K3371法に

準じ官能検査を行ない， Scheff色の一対比較法

により分散分析表を作成し， 主効果の推定値を

示した。

また， 2 種の人工汚染布は表面反射率より洗

浄効率を算出し一元配龍の分散分析表より9596

の信頼限界を図に示した。

4 実験結果および考察

4-1 J 1 S法衿垢汚染布による洗浄力評価

結果(臼本油化学協会合同実験〉

A洗剤とB洗剤を比較すると明らかにA洗剤

の方が洗浄力がすぐれ， さらにC洗剤との比較

においてはその差が甚だしく， トリポリリン酸

塩を含まないため汚れが落ちにくいと考えられ

る。 また，トリポリリン酸塩が1/ 2のB洗剤，1/4

のB洗剤を比較するとE洗剤の方が汚れが落ち

にくい。トリポリリン酸堪が減少すれば，それに

伴って洗浄効果も減少の傾向にある。 ゼオライ

トとトリポリリン菌室塩が同量に配合されたD洗

剤はA洗剤よりも洗浄力は劣り， トリポリリン

酸塩を含まないゼオライト記合のF洗剤の場合

はD洗剤やB洗剤よりも洗浄力は低下する。 G

洗剤においてはA洗剤と同等の洗浄力がある。

これを大阪市立大学， 東京理科大学， 東京学

芸大学， 繊維高分子材料研究所， 東京家政学院

大学， お茶の水女子大学・文化女子大学の6機

関が同一条件のもとで実験し各データを総合解

析した機関別評価結果の集計は図 3 のようにな

り，C洗剤，E洗剤はA洗剤より明らかに洗浄力

が低下する。 トリポリリン酸塩が減少すると洗

浄力は低下の傾向を示すが， トリポリリン酸塩

に変わるゼオライト配合のD洗剤， F洗剤の洗

浄力はA洗剤ほどではないがかなり洗浄効果を

あげている。 全体を見た場合にもA洗剤は洗浄

力がすぐれている。 G洗剤はA洗剤と同等の洗

浄力を示す。

4- 2 J 1 S法衿括汚染布による洗浄力評価

結果

市販洗剤!とA洗剤の比較では結果がかなり異

:|十一 半 。|
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図1 JIS法衿垢汚染布による洗浄力評価結果
お茶水女子大学・文化女子大学(日本油化学協会合同実験)
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図2 JIS法衿垢汚染布による洗浄力評価結果
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図3 JIS法衿垢汚染布による洗浄力評掴結果
各機関集計(日本油化学協会合同実験)
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表4 各機関集計評価結果のまとめ

一一一一一一一一 A:B A:C A:D A:E A:F A:G 

大 1!l:Z 計f 、人 ブミ 守三 一 ※ ※ ー 災 ※ ※ ※  一 ※ 予4

3E J宏.�、 理J\ 不l 大 ザ: - ※ 対 一 災 ※

来 }JL ミf: 4τz二e《- 大 与(: 一 ※ きそ ー 災 災 一 栄

総点lii高分子材料研究所 i 争ぞ 災 一 ※ 決 - � ※  

東 京 家 政 学 院 大 学 一 災 災 災 予壬 災 災 一 栄 子4

お茶の水女子大学・文化女子大学 � �ー 一 矢 沢 一 対 ※ 災 対 告モ ※ 

全 f本
記号 - A洗剤よ り 洗浄力が惑い

十 A 洗剤よ り j先;争力カサ奉れている
Ai洗剤と同等の洗浄力

なり， 資生堂石けんはA洗剤より洗浄力がすぐ

れているのに対し， ミヨシ粉石けんではかなり

A洗剤より洗浄力は劣る。 無リンジャストでは

トリポリリン酸塩が含まれていないがA洗剤よ

りもすぐれた洗浄力を示し， うねり(粉末〉では

やはりA洗剤よりもより良い効果がでている。

また， 有リン洗剤であるトップの洗浄効果はA

洗剤jよりも劣る。

4-3 手垢法汚染布による洗浄力評価結果

手垢法汚染布による実験では， B洗剤， C洗

剤， 。洗剤がA洗剤よりも洗浄力が劣る。 これ

は衿垢汚染布と同じ傾向を示すが， B洗剤とC

洗剤の差がそれほど著しくなし、。 市販洗剤， 活

けんの場合では衿垢汚染布と異なり， A洗剤の

方が無リンジャスト，うねり(粉末)，うねり(液

体〉 より洗浄力がすぐれている。 トップの洗浄

力がA洗剤よりもすぐれている。 天然汚れでも
つけ方や汚れの部位によって差が異なることが

わかる。

4-4 ライオン油脂法人工汚染布による洗浄

力評価結果

A洗剤がB 'C 'D洗剤のいずれよりもわず

かに洗浄力はすぐれている。 市販洗剤， 石けん

ではトップをのぞいてすべてA洗剤jの方が洗浄

力がすぐれている。 無リンジャストはほとんど

( 116 ) 

- ※ 災 予モ ※ 

※ 95%有意差あ り
※※ 99%存主主差あ り

ーモ ト4 + 栄 子4

差がなくA洗剤と向等の結果を示す。 トップは

手垢法汚染布と同じ傾向を示している。

ライオン油脂法人工汚染布のおのおの市販洗

剤， 石けんはかなり高い洗浄効率を示し， 洗浄

効率 8 0;;ぢ- 11596の結果を得ているが， 洗浄効

率 10096以上の人工汚染布を判定した場合に原

布白布と比較すると， 明らかに汚れが残留して

いるのがわかる。 これは光電反射さ客計が紫外線

を扱収してしまうためや， 鐙光土器由剤の影響な

ども考えられる。

4-5 日本油化学協会法人工汚染布による洗

浄力評価結果

全洗剤の洗浄効率が非常に低い。 ライオン油

脂法人工汚染布とは汚染布作成上の汚垢組成や

汚垢のつけ方などの点でかなり異なるのでやむ

を得なL、。 しかも， 有リン洗剤においては洗浄

効果が天然衿垢汚染布の場合と異なる結果を示

す。 これを考えたうえで評価結果をみても， 無

リンジャスト (粉末〉 を除いてはA洗剤の方が

洗浄力はすぐれているか同等を示す。 トップの

場合では有リン洗剤であるにもかかわらずA洗

剤よりも洗浄力がすぐれている。

4-6 分散分析表の結果

天然汚染布 2 種の評価検定をみてもわかるよ

うに， C洗剤， F洗剤の差が顕著に表われG洗
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図4 手垢法汚染布による洗浄力評価結果

剤とトップはA洗剤と同等の洗浄力を持ってい

ることがわかる。 また， 資生堂闇型石けん， 無

リンジャスト， うねり(粉末)，うねり(液体〉 は

A洗剤よりもすぐれているが一回の実験ではは

っきりしたことはいえない。 手括汚染布の分散

分析表からのA洗剤とC洗剤は衿垢汚染布ほど

の差はみられないがあきらかにA洗剤がC洗剤

よりすぐれている。

分散分析表からも主効果の披定値と同じ結果

を示し， A洗荊はどの洗剤よりもすぐれた結果

を示す。

4-7 総合評価結果

市販洗剤， 石けんの洗浄力実験の総合評価結

果はトリポリリン酸塩を含んだA洗剤は洗浄力

が高く， ゼオライトを配合した市販洗剤うねり

(粉末〉 はD洗剤と同じような結果になる。 し

かしトリポリリン鼓塩を配合していないゼオラ

イトのみの洗剤において， A洗剤と同等の洗浄

力効果は得られない。 トリポリリン酸塩(P205

として10;;め を配合したA洗剤や市販洗剤トy

プ(P20Óとして8;;めなど，リン酸塩を配合した

合成洗剤は洗浄力だけを比較するとかなりすぐ
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表5 モデル洗剤・市販洗剤・石けんによる分散分析表

JIS法衿垢汚染布(日本油化学協会合同実験A-G洗剤)

一一一一一一一一 要 国 平方和(S) 自由度(ψ) 不{高分散(v) 分散比(F) 検 定 ;f;j占 来

主効果(A) 13.89 

A B 誤 室長(玄) 47.11 

総 計(T) 61.00 

主効#HA) 128.36 

A C 誤 萩(E) 9.64 

総 計(T) 138.00 

主がJ来(A) 9.80 

A D 誤 幾(巳) 33.20 

総 計(T) 43.00 

主効果(A) 60.09 

A E 誤 差(E) 51. 91 

総: 計(T) 112.00 

主効果(A) 62.42 

A F Z呉 王室(E) 16.58 

総: 計(T) 79.00 

主効果(A) 2.22 

A G 誤 王室(E) 35.78 

総 言I.(T) 38.00 

主効果(A) 3.76 

A:資生主主国型石けん 誤 務(E) 31.24 

総: 計(T) 35.00 

主効果(A) 96.80 

A:ミ ヨシ粉石 け ん 誤 支を(E) 13.20 

総 計(T) 110.00 

主効果(A) 10.76 

A:無リンジャスト 誤 差(E) 23.24 

総 計(T) 34.00 

立三労IJ#HA) 5.00 

A:う ね り(粉末) 8% 長官(E) 24.00 

革Ê rl卜(T) 29.00 

:i::;1J!lH A ) 3.20 

A:う ね り(液体) H;� Z主(E) 16.80 

車�fr. í1十(T) 20.00 

主効来(A) 22.76 

A:夕、ッシュ(液体) ��� 王室(E) 24.24 

総 計(T) 47.00 

主効果(A) 0.80 

A:ト 、y フ g�� 王室(芯) 27.20 

総 計(T) 22.00 

Fふ(0.05)ロ4.06. Fl，(0.01)口7.24

れている。また， 洗濯後の試料布を見ると資生堂

固型石けん， ミヨシ粉石けん， うねり(粉末)，

うねり〈液体〉 は蛍光土露出剤が配合されていな

いために見た自に黄ばんで、見える。 由さの女子み

にもよるが合成洗剤で 洗たくしたシャツと石け

1 

44 

45 

1 

44 

45 

1 

44 

45 

1 

44 

45 

1 

44 

45 

1 

44 

45 
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44 

45 

1 

44 

45 

1 

44 

45 

1 

44 

45 

1 

44 

45 

1 

44 

45 

1 

44 

45 

13.89 12.98・・

1.07 A > B 

128.36 583.45・・

0.22 A > C 

9.80 13.07・市

0.75 A > D 

60.09 50.92・・

1.18 A > E 

62.42 164.26率.

0.38 A > F 

2.22 2.74 

0.81 A G 

3.76 5.30* 

0.71 A<資生堂同型石けん

96.80 232.70本市

0.30 A>ミ ヨシ粉石け ん

10.76 20.30・噂

0.53 A<無リンジャスト

5.00 9.09事$

0.55 A<う ね り(粉末)

3.20 8.42事事

0.38 Aくう ね 1) (液体)

22.76 41.38*市

0.55 A>ダッシュ(液体)

0.8 1. 67 

0.48 A=ト ツ フ

んで 洗たくしたシャツが並んだ場合， 洗浄効果

の評価結果で は同等で も， どのように人の自に

映るかも問題で ある。 だが同じ無リン洗剤で も

無リンジャスト(粉末〉やダッシュ(液体〉 にお

いては， 増自前が自己合されているため同じよう
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表6 モデル洗剤・市販洗剤・布けんによる分散分析表手垢法汚染布

一一一一一~一一 主さ 111 平方和(S) 自I初度(ゆ) 不備分散(Y) 分散比(F) 検 定 結 果

主効泉(A) 27.22 

A B 然 活(日) 29.78 

統言r(T) 57.00 

主効J!ミ(A) 27.22 

A C 5呉 ーふ(E) 25.78 

t允 言j'(T) 53.00 

立三好bJl!:(A) 5.00 

D ::1\ Zl'�(E) 30.00 

i流 言j'(T) 35.00 

:E効果(A) 1.42 

A:資生笠岡型石けん 誤 差(丘) 16.58 

統 計ー(T) 18.00 

三註効来(A) 1. 80 

A:ミヨシ粉石 け ん 浜 公(巳) 15.20 

*ic ii!"(T) 17.00 

ヰミ効果(A) 8.02 

A:害現リンジャスト ��r�王，HE) 36.98 

統 計(T) 45.00 

?主究îJ*(A) 8.89 

A:う ね り(粉米) Jg\ z(\(E) 21.11 

i先 日j'(T) 30.00 

öÌ二�1J;jHA) 1.09 

A:う オュ り(液体) 王立(E) 41.91 

1先 f;!"(T) 43.00 

主効果(A) 12.80 

A: .グッシュ(液体) ìl�\ 7�(E) 27.20 

統 計(T) 40.00 

:E効'lHA) 32.09 

A:ト 、y フ i，g\ mCE) 35.91 

i先 日j'(T) 68.00 

Fj，(0.05)ごと4.06， Fj，(0.01)=7.24 

な洗浄効果でも見た自には資生基固型石けん，

ミヨシ粉おけん，うねり(粉末)，うねり(液体〉

より白く， あたかも洗浄効果がすぐれているよ

うに見える。G洗剤のピルダー，イ ミドビス硫酸

塩を配合した洗剤も思いがけずすぐ、れた洗浄効

果を示す。 トリエタノール， プロピレングリコ

ール配合のうねり (液体〉 では， 衿垢汚染布の

洗浄力において， A洗荊よりもすぐれている。

これらのピ、ルダーについても自が向けられトリ

ポザリン酸塩に替わるピルダーがし、ろいろ考え

られている。 これらの洗浄試験はし、ずれも汚染

布を 1田だけ洗浄した結果の評価であるため，

これに対して， 洗たくをくり返した後の累種洗
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27.22 

0.68 

27.22 

0.59 

5.00 

0.68 

1. 42 

0.38 

1. 80 

0.35 

8.02 

0.84 

8.89 

0.48 

1. 09 

0.95 

12.80 

0.62 

32.09 

0.82 

40.03*嚇

46.14車率

7.35 * * 

3.74 

5.14事

9.55権移

18.52奪噂

1.15 

20.65*事

39.13車率

A > B 

A > C 

A > D 

A=資生jK: m1:It�行けん

A>ミヨシ粉石 け ん

A>然リンジャスト

A>う ね り(粉末)

A=う ね り(液体)

A>ダッシュ(液体)

A<ト 、ソ フ

浄効果を評価することが必要と思われるが， 所

要の人員，

できない。

時間などの点で簡単には実験

4-8 日本油化学協会合同実験によるノミンド
ノレテストの評価結果

昭和54年6月通商産業省の依頼により， 日本

油化学協会がバンドルテストによる同一条件に

おける洗浄力の比較検討を行ない， トリポリリ

ン酸塩およびゼオライト等の洗浄力に与える効

果を報告した。 この実験でも， 本実験に使用し

たA洗剤， B洗剤，C洗剤，D洗剤と全く間じA

洗剤， B洗荊， c洗剤， D洗剤を使用した。 衣

類はワイシャツ，ブラウス，ハγカチ，枕カバー，



シーツ，タオル， 肌着， 子供肌若， 婦人用靴下，

子供用靴下と 日常生活に必要なものを基準とし

た12サイクルにより， お茶の水女子大学， 文教

大学， 東京家政学説大学， 県立新潟女子短大の

4機関の結果をみると， A洗剤とB洗剤ではサ

イクルを重ねるたびにA洗剤との差が顕著に表

われ， B洗剤はA洗剤より洗浄力が低下する。

これがA洗剤とC洗剤においてはその差が最も

謀だしく， A洗剤の方がすぐ、れている。 A洗剤

とD洗剤においてはその差が最も少なく， 4機

関が同等の 洗浄効果を得た。(通商 産業省・農

業局化学製品諜新開発表55年7月20 日による〕

5 総 ま古

昭和55年 3 月、有リン洗剤・盟も追放ρ と各

社の新聞に大きく掲載された。 近年富栄養化が

開題になり， 有リン洗弗jから無リン洗剤へと洗

剤が替わろうとしている。 本実験から得られた

結果は， トリポリリン酸塩を半分に削減したB

洗剤はA洗剤より洗浄力は低い。 1/4 に割減し

たE洗剤やトリポリリン酸塩を配合しないC洗

剤はその差が大きく， 著しく洗浄力が低下する。

トリポリリン酸塩8 .5必， ゼオライト8.596配合

のD洗剤はA洗剤に近い洗浄効果を示す。 トリ

ポリリン酸塩0 96， ゼオライト17;;ちのD洗剤jの

場合にもA洗剤には及ばないが洗浄力はある。

市販洗剤においても有リン洗剤は無リン洗剤よ

りもすぐれた効果を示す。 従ってリン酸塩は洗

( 121 ) 

浄力に大きく貢献しており， 単に洗浄力だけを

考えた場合にはリン酸塩は削減する ことはでき

ない。 しかし富栄養化問題にふれた場合にはそ

れだけを主張できない。 J 1 S法洗浄力試験や

バンドノレテストの結果をみると， ゼオライトは

りン酸塩に替わり洗浄力の低下を防ぐ、ものと思

われ， 考察としてはゼオライト配合の洗剤は市

場に多く進出すると思われる。 苦からの呂型石

けんは出さな考えない洗浄力だけをみると洗浄

効果は大変すぐれている。 私たちが以後洗剤を

購入する場合は， 無リン合成洗剤か粉石けんか

の判断は消費者の選択にまかせるべきだとも考

えられるが， 洗たくの本来の目的と環境への影

とをあわせ考慮、してどのように決断するかは

軽々しく結論を出すわけにはいか な い で あろ

う。

最後に， 本研究を御指導いただいたお茶の水

女子大学矢部章彦教授に心から感謝の意を表す

る。

参 考 文 献
1)草場郁郎 1964 統計的方法演習p.53

2)品質管理誌編集委員会綴 1963 新しい統計手法

集B編p.63

3) J 1 S K3371 1976 衣料用合成洗剤
4) J 1 S L0803 1965 染色竪ろう度試験用添布自

布


	page-0001
	page-0002
	page-0003
	page-0004
	page-0005
	page-0006
	page-0007
	page-0008
	page-0009
	page-0010
	page-0011

